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平成29年４月号から、「全国における主要農産物の輸出入実績」、「関連指数」のページはなくなりました。
それぞれの情報につきましては、

【輸出入実績】
農林水産省ホームページ内「農林水産物輸出入統計」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kokusai/index.html

【消費者物価指数】
全　国：総務省統計局ホームページ内「消費者物価指数月報」
http://www.stat.go.jp/data/cpi/
名古屋：愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」
http://www.pref.aichi.jp/soshiki/toukei/bukka.html

【農業物価指数】
農林水産省大臣官房統計部「農業物価統計調査」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noubukka/

【名古屋市小売価格】
総務省統計局「小売物価統計調査」
http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020101.do?_toGL08020101_

を御覧ください。





水田転作作物の生産動向について

園芸農産課

国の資料によると主食用米の年間需要量は、毎年約８万トンずつの減少傾向にあります。

これに対して愛知県内では、主食用米の需給バランスを確保するとともに水田を有効活用

するため、様々な作物が作付けされています。今回はそれら水田転作作物のうち、代表的

な作物である麦類・大豆と飼料用米の生産動向について説明します。

１ 麦類・大豆

麦類及び大豆は、西三河地域、豊田加茂地域及び海部地域を中心にブロックローテー

ションにより水稲と組み合わせた２年３作型で作付けされています。

(1) 小麦

近年、作付けが増加傾向にあり、

29年産では約5,400haと24年産と比

較して約310ha増加しています。品

種は「農林61号」、「イワイノダイ

チ」が主力でしたが、24年産から

県が育成した「きぬあかり」の本

格生産が始まり、29年産では小麦

作付面積の８割以上を占める主力

品種となっています（図１）。ま

た、県育成のパン・中華めん用新

品種「ゆめあかり」の生産も28年

産から始まり、29年産では50ha程

度作付けされました。今後は「き

ぬあかり」、「ゆめあかり」の作付

けを伸ばし、県内小麦作の全てが

県育成品種となる予定です。

一方、県内の小麦収穫量も増加

しており、25年産から２万トンを

超え、28年産の収穫量は約23,700

トンとなっています（図２）。
図２ 愛知県における小麦の収穫量
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図１ 愛知県における小麦品種の推移
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(2) 大麦

六条大麦は、麦茶用として実需者からの要望が高く、県の基幹品種だった「カシマ

ムギ」を27年産から「カシマゴール」に切り替えています。29年産では「カシマゴー

ル」と「さやかぜ」の２品種が大口町及び扶桑町で80ha程度作付けされています。

(3) 大豆

大豆の作付面積は26年産まで約4,300ha前後で横ばいの状況でしたが、27年産から

面積が拡大傾向にあり、28年産は約4,510haと増加しています。しかし一方で、23年

産から28年産の10ａあたり収量は104～169kgと少ない上に、年次変動が大きいことが

課題となっています。

２ 飼料用米

飼料用米とは家畜飼料として生産

する米のことです。

飼料用米は、麦類や大豆の作付け

に不適な湿田でも作付けでき、新た

な機械投資も必要としないことから、

尾張地域の平野部を中心に面積を拡

大しています。28年産では約1,782ha

と26年産と比較して約1.7倍の作付面

積となりました（図３）。

これは、26年産主食用米の価格が

在庫数量の高まりから過去最低水準となり、これを解消するために飼料用米への取組が

推進されたことによるものです。

飼料用米の多くは主食用品種を用いて作付けされていますが、多収品種の作付面積も

増加してきました。県が育成した「もみゆたか（愛知125号）」は多収品種として飼料用米

に適しており、28年に奨励品種となり29年産から種子が供給されています。

なお、麦類、大豆、飼料用米等の生産は、国が実施する経営所得安定対策等による交

付金等の対象となっています。これらの交付金等を活用し、需要に応じた米生産を推進

してまいります。
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西三河地域の麦作の状況について 

西三河農林水産事務所 

１ 麦作の歴史 

西三河地域の麦作は、昭和 44 年から約 50 年にわたって実施されてきた米

の生産調整政策に対応するとともに、恵まれた自然環境や立地条件を生かし、

ほ場インフラ整備の充実やブロックローテーションを活用した農地の利用集

積により、栽培規模を拡大してきました。さらに、管内農協の共同乾燥調製

貯蔵出荷施設の増強や、生産技術の向上もあり、同地域は県内でも主要な麦

産地となっています。 

  近年の生産状況では、平成 24 年産から本格導入を始めた愛知県育成の多収

性麺用小麦「きぬあかり」の計画的導入により、単位面積当たりの小麦収量

が飛躍的に増加しました（図１）。その結果、平成 27 年産以降は、小麦作付

面積の過半数を「きぬあかり」が占めるようになりました（図２）。 

２ 最近の動き 

西三河農業協同組合では、小麦の収量が既存のカントリーエレベーターの

処理能力を大幅に上回ることが予想されたため、平成 28 年度強い農業づくり

交付金事業を活用して西部ライスセンターをカントリーエレベーターに改装

し、米に加えて麦の乾燥調製貯蔵

出荷ができるよう増強しました。

西部カントリーエレベーターは

平成 29 年３月 30 日に竣工し、同

年の初夏から麦の荷受けを開始

しています。 

平成 29 年産の西三河農協の小 

麦作付面積は1,280ha（前年比99%）  

ですが、取扱数量は 6,792t（前年 

比 109%）と増加しました。 

図１ 西三河管内の小麦単収の推移 
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農福連携による経営強化･産地維持の可能性

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

７月13日、千代田プラットフォームスクエアにおいて、農林水

産省農林水産政策研究所の吉田行郷企画広報室長により農福連携

についての講演が行われました。

講演会では、企業における農業を通じた障害者雇用の実情等が

報告され、障害者と農業の親和性の高さや地域農業の労力不足を

解消する一手としての障害者の可能性が話し合われました。今回

は吉田氏の講演内容を中心に、農福連携に関する法人の動きや、

労力としての障害者雇用について紹介します。

１ 農福連携に係る法人の動き

民間企業は障害者雇用促進法注１により、障害を理由とした雇用条件の差別禁止や、規

模(従業員数)に応じた一定割合の障害者の雇用（法定雇用率注２）が求められています。

一方、平成28年度障害者白書によると、障害者総数860万人のうち、就労者数は74万人と

全体の8.6％となっています。

そのような中、就労支援事業所等の福祉事業所や、企業が設立する特例子会社注３が、

雇用した障害者の能力を活かす職種として「農業・農作業」に注目しています。反復作業

への順応や手先の器用さ、真面目さ、植物に対する感度など、農作業と障がい者の方との

相性が見直され、大阪府泉南市(ハートランド㈱)や北海道芽室町(㈱九神ファームめむろ)、

静岡県浜松市(㈱ひなり)、香川県全域(NPO法人香川県社会就労支援センター)など、農業

生産の現場に障害者を活用することで実績を挙げる事例が出始めています。

【障害者の就労状況】

①企業就労 45万人
就労数 74万人

②就労移行支援、就労継続支援事業所で働く 29万人 （全体の8.6％）

③上記①、②を除く生産年齢者の総数 280万人

④その他（生産年齢外、入所施設、入院等） 506万人

障害者総数（平成28年度白書） 860万人 ※発達障害者は除く

農林水産政策研究所

吉田行郷氏
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２ 地域の労力不足を解消する障害者

農業分野では、慢性的な労力不足が課題となっています。これに対し、吉田氏は障害者

雇用(労力)の魅力として、「福祉事業所(就労支援事業所等)との連携が可能」「長期雇用が

可能」など安定した労働力のメリットを挙げられています。また、平成30年４月、平成33

年４月と、段階的な法制度の改正により、企業に対する障害者の法定雇用率の目標が上が

り、企業は今以上に障害者の雇用を進めます。今後は他業種との間に障害者労力の取り合

いが起こる懸念さえ出てきます。

しかし一方で、農福連携を検討する際、障害者を単なる都合の良い労働力として捉えて

しまうと、経営面や作業面などで問題を生じやすいという説明もありました。障害者に対

して一定の理解の上で連携・取り込んでいくことが必要で、実際の現場では丁寧な説明や

５～６人によるチーム制などで問題をクリアしているとのことでした。

３ 農業者側のメリットとしての障害者雇用

最近、話題となっている「農福連携」ですが、農業者側のイメージとしては「人助け・

社会貢献」ととられがちな部分もあると思います。しかし、「農業分野での慢性的な労力

不足を解消する可能性・体制の模索」という視点で見た場合、障害者の活用・連携は農業

者側に大きなメリットを生む可能性もあります。個々の経営の労働力確保や作業委託体制

の確立など、農業経営強化・産地規模維持という面で有益な手段にもなります。

善意や義務感だけで見てしまっては農業者側のメリットがぼやけてしまい、「農福連携」

を始めるハードルを上げてしまいます。魅力のある働き手として障害者の方に目を向け、

理解を進めることが必要ではないでしょうか。

注１ 障害者雇用促進法：身体および知的障害者の雇用を促進し、その職業と生活の安定

を図ることを目的とする法律

注２ 法定雇用率：一定規模以上の企業、公共団体に、従業員数に対し一定割合の身体及

び知的障害者を雇用することを上記法律により義務づけるもの。割合。（現在2.0％、

未達に対し納付金が求められる他、改善が認められない場合は企業名の公表もある）

注３ 特例子会社：法定雇用率達成が困難な親会社(職種等)に対し、障害者雇用に特別な

配慮をした子会社を設立し、その従業員数(障害者の割合)を、親会社の法定雇用率

算出に組み込める特例を有する会社

【障害者雇用の魅力】

①連携の受け皿となる福祉事業所・組織等がある（なければ作ればいい）

②長期雇用が可能（年齢が多様で若者も多い、海外研修生のような期限がない）

③公的支援がある（管理者賃金の補助、その他の人的サポート等） など。
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あいちのフルーツコンテストを開催！ 

～愛知県№１の「ぶどう」「いちじく」を決定～ 

園芸農産課  

愛知県は、ＪＡあいち経済連及び愛知県果樹振興会と共催で、本県の主要果実である「ぶ

どう」と「いちじく」の栽培技術の向上を目的として「あいちのフルーツコンテスト」を

毎年開催しており、本年も以下のとおり実施しました。 

 また、コンテストに併せて、県産果実の消費拡大を図るとともに、果実に込める生産者

の思いを消費者に直接伝えることを目的に「あいちのフルーツフェア」も開催しました。 

表 平成２９年度「あいちのフルーツコンテスト・フェア」開催実績 

品目 内容 月日(曜日) 会場 

ぶどう 
コンテスト 

８月17日(木) 久屋大通公園フラリエ 
フェア 

いちじく 
コンテスト 

８月29日(火)
西尾市横須賀ふれあいセンター 

フェア イオンモール熱田 

１  あいちのぶどうコンテスト 

「あいちのぶどうコンテスト」には、本県主力品  

種の「巨峰」を始め、生産者自慢のぶどう104点が 

出品されました。  

審査は、県農業総合試験場、ＪＡあいち経済連等  

の農業技術者６名で行われ、果実の外観、糖度、食 

味を総合的に判断し、特選12点、入選19点を選出 

しました。最高賞の農林水産大臣賞には、岡崎市で

生産された「シャインマスカット」が選ばれました。 

コンテストには、「巨峰」や「シャインマスカット」のほか、「クイーンニーナ」、「ロ

ザリオビアンコ」など 20 品種も出品され、多様化する消費者のニーズに応えるため、

様々な品種を導入する生産者の姿勢が反映されたものとなりました。 

２  あいちのぶどうフェア

「あいちのぶどうフェア」では、ぶどうの人気投 

票と即売会、フラリエ内のカフェとのコラボによる  

「ぶどうスイーツ」の販売が行われました。 

人気投票は、コンテストに出品されたぶどうのう  

ち４種類を、フェアの会場である久屋大通公園フラ  

リエのイベントに参加された親子49名が食べ比べ、 

最も気に入ったものに投票してもらいました。人気  

コンテスト審査の様子 

ぶどう即売会の様子 
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No.１となったのは、「種有り巨峰」で、僅差で「クイ  

ーンニーナ」が２位となりました。 

即売会は、販売開始時間の30分以上前から消費者 

が並ぶ盛況ぶりで、販売が始まると、色とりどりの 

ぶどうから気に入った品を買い求めていました。 

カフェでのぶどうスイーツ販売も好評で、販売開  

始から１時間足らずで完売となりました。 

愛知県のぶどうの魅力を消費者に伝える良い機会 

となりました。 

３  あいちのいちじくコンテスト 

「あいちのいちじくコンテスト」には、本県主力品種の「桝井ドーフィン」190 点、

「サマーレッド」62点が出品されました。  

審査は、県農業総合試験場、ＪＡあいち経済連及び青果物市場等の関係者９名で行わ

れ、果実の外観、糖度、食味を総合的に判断し、特選19点、入選56点を選出しました。

最高賞の農林水産大臣賞には、東海市で生産された「サマーレッド」が選ばれました。 

本年は、梅雨明け後の日照不足等の影響が懸念されましたが、着色、果実肥大が良好

で高品質の出品物が揃っていました。 

４  あいちのいちじくフェア 

「あいちのいちじくフェア」では、コンテストに出品されたいちじくの試食販売を行

いました。いちじくのマスコットキャラクター「イチゾー」も登場し、県内各産地の生

産者が店内のお客さんに和気あいあいと愛知県産いちじくの魅力をＰＲしていました。 

２時間で、400 パック余りのいちじくがほぼ完売となり、いちじくの人気の高さがう

かがわれました。また、若い親子連れが試食をし、お子さんが美味しそうに食べるのを

見て、買い求めてゆく姿も多く見られました。 

５ 今後の展開方向 

「あいちのフルーツフェア」は、これまで別々に開催してきた果実品評会や関係団体の

取組をひとつにまとめ、相互に連携することで、効果的に県産果実の消費拡大を図ること

を目指しています。本年度は10月に「かき」、３月に「かんきつ類」での開催も予定して

います。愛知の果物が消費者にとって、より身近で魅力的なものとなるように、これから

も取り組んでまいります。 

いちじく試食販売の様子 

農林水産大臣賞を受賞した 

岡崎市産「シャインマスカット」 
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「ふるさと全国県人会まつり」で県産青果物をＰＲ 

食育消費流通課 

愛知県農産物需要拡大推進協議会（構成：愛知県、ＪＡあいち経済連）が９月９日（土）、

１０日（日）に久屋大通公園久屋広場、エンゼル広場で開催された「ふるさと全国県人会ま

つり」に出展し、本県産農産物の販売・ＰＲを行いましたので、紹介します。 

１ 「ふるさと全国県人会まつり」の概要 

 「ふるさと全国県人会まつり」は、東海地区にある道県人会を中心に、郷土芸能、特産品

販売、観光ＰＲを通じてふるさとの魅力をＰＲするイベントで、今回で 17 回目を迎えまし

た。今年は 21.3 万人の方が来場し、会場は熱気に包まれました。愛知県は３ブースを構え、

そのうち農林水産部からは名古屋コーチンの焼き鳥・つくね・フランクフルトの販売（畜産

課）と本県産青果物の販売（食育消費流通課）の２ブースを出し、愛知県の代表としてＰＲ

を行いました。 

２ 県産青果物の販売 

食育消費流通課のブースでは、愛知県農産物需要拡大推進協議会として、本県を代表する

農産物であるトマト、いちじく、なしを販売するとともに、ブースに訪れた方にはレシピや

リーフレットを渡すなどして、本県産農産物をＰＲしました。 

来場者の中には、｢去年もここでいちじくを買いとても美味しかったので今年も買いに来

た｣、｢いちじくの生産が日本一ということを知らなかった｣という声を聞くことができまし

た。毎年、本県のブースを楽しみに来られる方が年々増えているように感じました。 

また、本年度は、９月 12 日から販売された「カゴメ野菜生活 100 愛知いちじくミックス」

の無料配布を行いました。愛知いちじくミックスの原料になっている本県産いちじくを購入

する方も多く、良いＰＲになりました。 

本県ブースの様子① 本県ブースの様子② 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：次郎柿）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２８年実績 ７８０ ３８７ ２２９ ２６７ 三重 (５０％)
(５０％) －

－
２９年見通し ７２０ ３６０ ２１０ ２４０

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知及び三重からほぼ全量を入荷する。 品質については特段の要望はないが、年々
生育状況は前年に比べやや遅れているが、 市場への入荷量が減少している。消費者への
おおむね順調。梅雨前までの少雨や８月の 安定的な供給のため、産地からの出荷数量の
日照不足の影響で小玉傾向がみられる。９ 維持をお願いしたい。
月の台風については、産地から大きな被害
は聞かれていない。

入荷量は多かった前年をかなり下回り、
価格は前年をかなり下回る見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：次郎柿）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２８年実績 ２，１２５ １，５１１ ２６９ ２５９ 静岡 （２８％）
(７１％) －

－
２９年見通し ２，１００ － ２６０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知中心に静岡などから入荷する。愛知 「りんご」「みかん」「なし」など競合
は生育は順調。10月下旬から11月上旬にか する果実が豊富な時期にあたる。果実全体
けてピークを迎え、11月末までの入荷を見 に販売環境が厳しい中で、いかに安定した
込む。階級はＬ中心の入荷となる見通し。 品質の「かき」を消費者に提供できるかが

入荷量は前年並となり、価格は前年をや 重要となる。このため選果選別を徹底し、
や下回る見込み。 予約販売に向け産地の出荷動向など的確な

情報が求められる。

9



名古屋・東京市場における青果物の１０月の見通し

※グラフは白抜き箇所が見通しとなります。

９月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ３８，０４４ 177 175 168 北海道 43%
２５年 ３６，４３２ 207 193 206 長野 19%
２６年 ３９，５９８ 194 176 163 茨城 7%
２７年 ３８，７０６ 234 216 192 群馬 7%
２８年 ３３，６００ 276 291 274

５ ヵ 年 平 均 ３７，２７６ － － －

２９年見通し ３６，４００ － － －

２４年 ２，６３１ 95 73 79 青森 48%
２５年 ２，２７５ 121 95 124 北海道 31%
２６年 ２，５４２ 90 84 64 新潟 9%
２７年 ２，４６９ 106 106 80 愛知 4%
２８年 １，７８４ 156 172 181

５ ヵ 年 平 均 ２，３４０ 110 103 100

２９年見通し ２，０００ 100 110 120

２４年 ２，９７２ 115 103 72 北海道 94%
２５年 ２，６４７ 136 125 123 青森 4%
２６年 ２，６３４ 111 106 86 中国 1%
２７年 ２，７３５ 126 122 115
２８年 ２，０２７ 304 292 228

５ ヵ 年 平 均 ２，６０３ 144 144 121

２９年見通し ２，５００ 90 90 90

に

ん

じ

ん

９２
１２７
９８

１１９
２６６

９０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

１３３

　北海道が入荷の中心となる。昨年は台風
等の影響で北海道からの入荷が落ち込んだ
が、今年は潤沢な入荷が見込まれる。また
価格は安値推移しているが、この傾向は10
月も続くと思われる。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森、北海道を中心に入荷する。青森は
夏場から秋にかけての長雨の影響で、入荷
量が例年に比べて若干少ない見込み。北海
道は中旬が入荷の目処となる。
　入荷量は前年をかなり上回るが平年より
少なく、価格は高値だった前年を大幅に下
回る見込み。

だ

い

こ

ん

８０
１１４
７７
９５

１６８

１０３

１１０

前年主要産地（％）

２１１

１８６
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　北海道、長野などから入荷する。前年は
台風や９,10月の天候不順により極端な高値
となった。本年は８月の日照不足等の影響
を受けた品目もあるものの、全体的に順調
な入荷となる見通し。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

１７６
２０２
１７９
２１６
２８４

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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９月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 １４５，０２０ 198 194 196 北海道 28%
２５年 １４１，４５３ 225 206 226 茨城 13%
２６年 １４６，８８６ 206 189 182 長野 12%
２７年 １４２，１９０ 258 242 214 群馬 12%
２８年 １２９，９２７ 309 321 315 千葉 7%

５ ヵ 年 平 均 １４１，０９５ － － －

２９年見通し １４１，０００ － － －

２４年 １３，４１１ 83 65 70 北海道 37%
２５年 １３，９１０ 112 86 112 青森 34%
２６年 １４，２８９ 89 74 58 千葉 18%
２７年 １４，２５５ 104 89 68 茨城 5%
２８年 １２，４６７ 144 151 150 岩手 3%

５ ヵ 年 平 均 １３，６６６ 106 92 90

２９年見通し １４，９００ 90 80 70

２４年 ８，７６７ 118 99 88 北海道 88%
２５年 ８，７３８ 131 121 126 中国 7%
２６年 ９，２７６ 101 93 80 青森 5%
２７年 ９，１２５ 120 117 111
２８年 ７，８３８ 260 263 260

５ ヵ 年 平 均 ８，７４９ 143 135 130

２９年見通し １０，０００ 80 80 80

に

ん

じ

ん

１０１
１２６
９０

１１６
２６１

１３５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

８０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

２３０

２４０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

７３
１０５
７２
８６

１４９

９６

８０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

１９６
２２０
１９２
２３７

前年主要産地（％）

３１６

 前年及び本年の

　８月の曇雨天の影響を懸念する声もある
が、今のところ多くの品目で順調な生育と
の判断が大勢を占める。根菜類、葉茎菜類
は順調な入荷が見込まれるが、果菜類は天
候不順の影響が懸念される。
 入荷量は前年をかなり上回り、価格は記録
的な高値の前年を大幅に下回る見込み。

　北海道、青森、千葉からの入荷が中心と
なる。遅れていた北海道、東北産に加えて
これから始まる関東産も平年並からやや増
が見込まれており、量はまとまる見込み。
　入荷量は少なかった前年を大幅に上回
り、価格は前年を大幅に下回る見込み。

　北海道からの入荷が中心となる。台風や
病害の懸念なく生育は順調で、平年以上の
出荷を見込む産地が多い。先月から潤沢な
入荷で推移しており、前年と対照的に相場
は厳しいものになると見込まれる。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年、平年を共に大幅に下回る見込み。

東京都中央卸売市場
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９月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ３，８６２ 49 46 66 長野 91%
２５年 ４，０４２ 76 51 81 茨城 7%
２６年 ４，１０７ 80 56 46 北海道 2%
２７年 ３，７８７ 92 113 69 0 0%
２８年 ２，８９９ 122 148 176

５ ヵ 年 平 均 ３，７３９ 79 78 82

２９年見通し ３，５００ 90 90 90

２４年 ５，０９７ 49 47 52 群馬 43%
２５年 ４，７５１ 84 91 111 茨城 28%
２６年 ４，９８７ 112 89 59 長野 15%
２７年 ４，３６４ 152 138 120 愛知 5%
２８年 ４，１０１ 121 183 219

５ ヵ 年 平 均 ４，６６０ 101 107 107

２９年見通し ４，５００ 80 80 80

２４年 ２８２ 766 611 588 岐阜 57%
２５年 ２６３ 700 555 656 愛知 22%
２６年 ２８８ 563 562 556 茨城 14%
２７年 ２９１ 738 650 455 長野 4%
２８年 １８６ 1,093 1,002 764

５ ヵ 年 平 均 ２６２ 720 651 594

２９年見通し ２００ 800 800 800

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

キ

ャ

ベ

ツ

４８
９５
８２

１３５
１７４

１０３

８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

は

く

さ

い

 前年及び本年の

８００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜の飛騨地域を中心に、愛知、茨城な
どから入荷する。岐阜は低温と干ばつの影
響で例年より少ない入荷量で推移。愛知は
中旬頃から入荷が増える見通し。
　入荷量は前年をかなり上回るが平年より
少なく、価格は高値だった前年をかなり下
回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

６４８
６３０
５５８
５８７
８９４

６４６

 入荷量・価格の動き

　前半は群馬、長野が入荷の中心となる。
群馬及び長野は中旬まで入荷物が多く残る
見通し。後続の茨城や愛知も生育順調で、
中旬から入荷量が増えると思われる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野が主産地となり、潤沢な入荷が予想
される。長野の終了時期は11月下旬だが、
気温が下がり前倒しの可能性もある。11月
以降の主要産地となる茨城も生育順調で、
10月後半から入荷が始まる見通し。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。
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９月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 １４，２０１ 50 46 55 長野 70%
２５年 １５，１２３ 81 49 72 茨城 15%
２６年 １４，８７５ 79 52 38 群馬 7%
２７年 １４，５５１ 88 108 64 北海道 6%
２８年 １４，７１６ 119 144 158

５ ヵ 年 平 均 １４，６９３ 84 80 77

２９年見通し １５，１００ 85 80 75

２４年 １６，５０５ 45 37 45 群馬 60%
２５年 １５，６４９ 84 83 103 茨城 13%
２６年 １７，０８５ 114 86 54 千葉 9%
２７年 １６，８０５ 162 141 108 岩手 8%
２８年 １６，６８６ 114 174 205 長野 4%

５ ヵ 年 平 均 １６，５４６ 104 105 103

２９年見通し １８，３００ 85 85 85

２４年 １，４３３ 711 608 492 群馬 33%
２５年 １，３６０ 579 504 610 茨城 18%
２６年 １，６６８ 473 481 480 栃木 15%
２７年 １，６７８ 648 519 381 岩手 9%
２８年 ９９４ 1,172 896 672 岐阜 5%

５ ヵ 年 平 均 １，４２７ 680 578 511

２９年見通し １，６００ 570 510 450

４７８
４９０
８５１

５７２

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

５１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ほ

う

れ

ん

そ

う

５８９
５６７

キ

ャ

ベ

ツ

４２
９０

１６６

１０４

８５

は

く

さ

い

５０
６８
５４
８５

１４３

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

８０

８０

 前年及び本年の

 前年及び本年の

１３７

 入荷量・価格の動き

　長野を中心に、茨城、北海道からの入荷
となる。長野は気温低く生育が緩慢となっ
たが病害虫も少なく、10月中旬には出荷量
が増える見込み。茨城は作付増と順調な生
育から前年以上の出荷が見込まれている。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年を大幅に下回る見込み。

　群馬を中心に、千葉、岩手、茨城からの
入荷となる。各産地とも生育が順調な上、
作付面積を増やす産地もあり、入荷量は平
年以上になると見込まれる。群馬は10月
いっぱいでほぼ終了する。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年、平年を大幅に下回る見込み。

　群馬、茨城、岐阜等からの入荷となる。
前年の高値を受け作付面積は増加傾向。一
部で８月の日照不足による軟弱傾向もみら
れるが、各産地とも概ね生育は順調。10月
後半から増加すると見込まれる。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年を大幅に、平年をかなり下回る見込み。

８２

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

東 京 都中 央 卸 売 市 場
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９月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 １，２７２ 379 319 332 北海道 40%
２５年 １，１６０ 334 321 358 長野 16%
２６年 １，３７２ 294 286 286 秋田 8%
２７年 １，３１５ 408 372 306 富山 8%
２８年 １，１３５ 472 436 458

５ ヵ 年 平 均 １，２５１ 371 347 344

２９年見通し １，３００ 350 350 350

２４年 １，８０６ 128 164 157 茨城 69%
２５年 １，８０３ 175 175 207 長野 21%
２６年 ２，４０９ 125 110 122 兵庫 5%
２７年 １，７９１ 350 252 184 長崎 1%
２８年 １，４８０ 593 431 318

５ ヵ 年 平 均 １，８５８ 228 215 194

２９年見通し １，９００ 170 170 170

２４年 １，１７９ 278 285 332 群馬 30%
２５年 １，００５ 304 265 522 山梨 16%
２６年 ９８３ 242 294 370 長野 15%
２７年 １，２１９ 302 310 273 北海道 14%
２８年 ８８０ 441 703 494

５ ヵ 年 平 均 １，０５３ 306 362 387

２９年見通し １，０００ 330 330 330

品
目
名

 前年及び本年の

３３７
３３６

レ

タ

ス

１４３
１８１
１１４
２５２
４２１

２０８

ね

ぎ

２８７
３５２
４５０

３５０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　群馬、山梨、長野、北海道などから入荷
する。夏秋産地からの入荷が減少し、群馬
や山梨などの抑制産地が中心となる。群馬
及び山梨の生育状況は順調。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

３４８

５４５

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、長野、富山、秋田などから入荷
する。北海道、長野、富山は生育順調だっ
たが、直近では天候不順の影響を受け入荷
減との見通しもある。愛知の越津ねぎは下
旬から早出しの入荷が始まる見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

１７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、長野が入荷の中心となる。長野は
上旬が入荷の目処で、その後は茨城が主力
となる。長野の入荷は順調で、茨城の生育
状況も順調。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

き

ゅ

う

り

２９５
３５５
２９６
２９３

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場
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９月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ６，１６９ 381 311 295 青森 24%
２５年 ６，３８９ 292 278 314 秋田 18%
２６年 ６，２４４ 265 248 223 北海道 17%
２７年 ６，２４８ 385 344 256 茨城 8%
２８年 ５，８７３ 485 424 394 山形 7%

５ ヵ 年 平 均 ６，１８５ 360 320 295

２９年見通し ５，９００ 370 350 300

２４年 ９，７４３ 102 134 126 茨城 60%
２５年 ８，７４０ 162 161 183 長野 25%
２６年 １０，２８７ 115 99 111 栃木 5%
２７年 ７，８６５ 334 251 192 群馬 2%
２８年 ６，５５６ 512 409 301 長崎 2%

５ ヵ 年 平 均 ８，６３８ 222 194 173

２９年見通し ８，５００ 140 140 140

２４年 ６，２１３ 238 281 312 埼玉 29%
２５年 ５，８１０ 276 260 480 群馬 27%
２６年 ５，９５６ 206 287 336 福島 11%
２７年 ６，６０１ 269 276 250 茨城 11%
２８年 ５，３１２ 407 612 457 栃木 4%

５ ヵ 年 平 均 ５，９７８ 276 336 362

２９年見通し ５，６００ 310 310 280

３２７
２９６

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

２７３
３３０
２７２
２６４
４９７

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

３２２

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

 前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

レ

タ

ス

１２２
１６９
１０８
２５６

２４４
３２４
４２８

３２２

品
目
名

　青森、秋田、北海道からの入荷が中心と
なる。台風被害もほとんどなく、各産地と
も出荷量は前年並からやや増を計画。稲刈
り等、複合作物の作業との兼ね合いから出
荷はＬサイズ中心で後半に増える。
　入荷量は前年並で、価格は前年を大幅に
下回る見込み。

　茨城、長野からの入荷が中心となる。生
育順調で平年作となる見通し。長野が終了
する前半までは潤沢な入荷。後半は関東各
産地がピークを迎える。一部では肥大が良
すぎ大玉発生の懸念がある。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
値となった前年を大幅に下回る見込み。

　埼玉、群馬など関東産地中心の入荷とな
る。昨年、天候不順で出荷量を減らした関
東各産地が平年並に回復。東北産地では８
月の天候不順で出荷量が減少する。全体で
は前年を上回るも平年を下回る見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に、平年をかなり下回る見込み。

３９８

１９４

３００

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市 場
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９月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ７２３ 258 250 285 愛知 39%
２５年 ５９５ 297 264 390 熊本 24%
２６年 ６９１ 192 237 334 山梨 19%
２７年 ６４５ 356 395 344 徳島 11%
２８年 ６７８ 379 342 393

５ ヵ 年 平 均 ６６６ 289 295 349

２９年見通し ６７０ 350 350 350

２４年 ９５９ 473 571 607 岐阜 43%
２５年 １，０８６ 601 377 420 愛知 18%
２６年 １，２８３ 424 348 351 熊本 15%
２７年 １，１１７ 472 519 423 北海道 7%
２８年 １，０３２ 490 523 649

５ ヵ 年 平 均 １，０９６ 485 451 472

２９年見通し １，０００ 500 500 500

２４年 ３０１ 851 949 1,046 北海道 37%
２５年 ３７６ 985 941 758 愛知 30%
２６年 ４１１ 987 793 661 熊本 24%
２７年 ４０４ 985 910 879
２８年 ３６２ 1,031 1,007 1,132

５ ヵ 年 平 均 ３７１ 966 923 866

２９年見通し ３８０ 1,000 900 800

品
目
名

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 入荷量・価格の動き

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜、愛知、熊本などから入荷する。夏
秋産地は８月の曇雨天による病害や花落ち
の発生で例年より入荷が少ない見通し。抑
制産地も作柄はやや不安定。熊本のハウス
栽培では天候の影響で生育が遅れ気味。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は高値
だった前年をかなり下回る見込み。

５３７
４５３
３７４
４６３

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、愛知、熊本を中心に入荷する。
夏秋産地が終盤となり、中旬から秋冬産地
の入荷が始まる。下旬には入荷量も増え、
相場は落ち着くと思われる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

ミ

ニ

ト

マ

ト

９３７
８７５
８０５
９１３

１，０５１

９１２

９００

な

す

２６０
３０４
２４６
３５９
３７０

３０７

３５０

５４９
ト

マ

ト

４６９

５００

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、熊本、山梨などから入荷する。露
地栽培とハウス栽培の入荷が重なり、潤沢
な入荷が見込まれる。また、愛知及び熊本
のハウス栽培の作付状況は前年並で、入荷
も前年と同程度となる見通し。
　入荷量は前年並で、価格は高値だった前
年をやや下回る見込み。
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９月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ３，９９４ 280 234 280 高知 35%
２５年 ３，１３８ 294 267 475 栃木 21%
２６年 ３，６０３ 221 247 316 群馬 18%
２７年 ３，３２１ 361 394 330 茨城 8%
２８年 ３，４０５ 388 391 418 埼玉 3%

５ ヵ 年 平 均 ３，４９２ 307 304 359

２９年見通し ３，５００ 360 360 360

２４年 ５，９６８ 442 576 596 千葉 16%
２５年 ６，５８５ 532 338 429 福島 16%
２６年 ７，１０９ 364 315 331 茨城 11%
２７年 ６，２４２ 495 482 396 熊本 11%
２８年 ５，７７１ 463 531 659 青森 10%

５ ヵ 年 平 均 ６，３３５ 457 441 474

２９年見通し ６，５００ 400 400 400

２４年 １，３２０ 774 891 1,013 茨城 22%
２５年 １，７４８ 868 812 654 熊本 14%
２６年 １，８８４ 930 676 597 北海道 14%
２７年 １，７８４ 931 846 840 愛知 11%
２８年 １，５３１ 942 951 1,081 千葉 9%

５ ヵ 年 平 均 １，６５３ 894 827 818

２９年見通し １，６００ 890 840 820

品
目
名

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

８５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ

ニ

ト

マ

ト

８８５
７６５
７２４
８７３

５４５

４５３

９８９

８４０

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ト

マ

ト

５２８
４２８
３３８
４５２

な

す

２６３
３３２
２６０
３５９
３９９

　高知、栃木、群馬からの入荷が中心とな
る。関東各産地で日照不足による花落ち、
うどんこ病の発生見られるも大勢への影響
は軽微。高知は中旬以降に出荷量が増加し
関東産地とスムーズに切り替わる見込み。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

　千葉、茨城からの入荷が中心となり東北
産地は終盤を迎える。上旬は関東産地がこ
れまでの日照不足の影響から出荷量を減ら
すが、中旬以降は西南暖地も出揃い量がま
とまる。終盤となる東北は小玉傾向。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

　茨城、熊本、北海道、愛知からの入荷が
中心となる。北海道は花付きが良好である
ものの低温により着色が遅れており、小玉
傾向が見られる。夏秋産地が終盤となり出
荷量は徐々に減少していく。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

３２０
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９月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ４４７ 248 255 297 茨城 33%
２５年 ４３５ 453 398 388 北海道 18%
２６年 ４０９ 335 346 338 岩手 17%
２７年 ４９８ 393 385 380 鹿児島 12%
２８年 ３２５ 515 664 697

５ ヵ 年 平 均 ４２３ 380 407 405

２９年見通し ４００ 390 390 390

２４年 ２，６１０ 78 80 74 北海道 99%
２５年 ２，９６２ 114 95 89
２６年 ２，９８４ 92 89 82
２７年 ２，９８７ 111 109 98 0 0%
２８年 ３，２１８ 155 152 141

５ ヵ 年 平 均 ２，９５２ 111 110 98

２９年見通し ３，０００ 95 90 85

２４年 ５，５７８ 102 102 104 北海道 100%
２５年 ４，８６６ 79 79 76
２６年 ６，４９９ 80 77 73
２７年 ６，５０１ 80 77 73
２８年 ６，４４９ 83 76 72

５ ヵ 年 平 均 ５，９７９ 84 81 78

２９年見通し ６，４００ 70 70 70

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１０４
１４６

１０２

 前年及び本年の

７０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

６２７

３７２  前年及び本年の

３９０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

　生食用、加工用ともに北海道からのみの
入荷となる。北海道の作柄は良好で、順調
な入荷が予想される。極早生はＬ-Ｍ中心
だったが、早生は玉肥大が順調でＬ大-Ｌ中
心となる見通し。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

７０
９７
７５
７３
７６

７７

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　ほぼ北海道からの入荷となる。前年は台
風や天候不順の影響で、加工向けを含めた
ばれいしょ全体の出荷量が減少し、市場入
荷分も高騰したが、今年は豊作傾向で順調
な入荷となる見通し。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

７５
９５
８５

３８６
３０６
３７４

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、北海道、岩手が入荷の中心とな
る。北海道を含む東北産地は冷え込みによ
り低調な入荷が続く。茨城は生育順調で潤
沢な入荷となる見込み。鹿児島、宮崎など
の西南暖地は上中旬から始まる見通し。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

２３３
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９月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ２，１０１ 172 197 241 茨城 55%
２５年 １，９３９ 364 377 331 岩手 25%
２６年 １，９７７ 257 262 288 福島 7%
２７年 ２，０３３ 361 315 319 青森 6%
２８年 １，７９９ 438 584 591 高知 4%

５ ヵ 年 平 均 １，９７０ 314 341 348

２９年見通し １，９００ 330 300 300

２４年 ８，８４２ 85 88 86 北海道 99%
２５年 ８，７４７ 119 107 101 青森 1%
２６年 ８，１３３ 94 91 91
２７年 ７，５６４ 113 109 104
２８年 ７，５８４ 155 159 152

５ ヵ 年 平 均 ８，１７４ 112 110 106

２９年見通し ８，３００ 100 100 100

２４年 １１，１２６ 85 80 72 北海道 95%
２５年 １０，８２０ 107 105 108 中国 3%
２６年 １１，８３９ 85 81 80 兵庫 1%
２７年 １０，９１６ 81 77 76
２８年 １０，７２６ 92 85 80

５ ヵ 年 平 均 １１，０８５ 90 85 83

２９年見通し １１，０００ 70 70 70

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

７０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た

ま

ね

ぎ

７９
１０７
８２
７８
８５

８６

ば

れ

い

し

ょ

８６
１０９
９２

１０９
１５５

１０９

 前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷がほとんどを占める。
北海道は大玉の発生が少なくないが、平年
並のＬサイズ中心となる。各産地とも生育
は良く、収穫・貯蔵も順調に進んでいる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

２０２
３５６
２６９
３３３
５４５

３３５

　茨城、岩手からの入荷が中心となる。夏
場の天候不順で出荷量を減らしていた東北
各産地の出荷量が回復。前年不作だった茨
城も生育順調で平年並となる見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高値
となった前年を大幅に下回る見込み。

　北海道からの入荷がほとんどを占める。
台風被害はほとんどなく、作柄良く平年作
以上となる。肥大も良くＬ大中心の大玉傾
向。前年以上の出荷量が見込まれる。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年を大幅に下回る見込み。

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市 場
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９月２０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 １３，８４１ 295 233 221 和歌山 18%
２５年 １２，２５３ 301 270 261 長野 17%
２６年 １２，７２９ 287 263 234 三重 16%
２７年 １１，８１８ 306 280 264 フィリピン 10%
２８年 １０，５１５ 348 331 320

５ ヵ 年 平 均 １２，２３１ － － －

２９年見通し １１，３００ － － －

２４年 ３，５９９ 224 187 148 三重 48%
２５年 ３，６８０ 215 199 194 熊本 16%
２６年 ３，７１０ 213 196 145 和歌山 16%
２７年 ３，５５３ 200 183 189 静岡 13%
２８年 ３，３６０ 257 256 264

５ ヵ 年 平 均 ３，５８１ － － －

２９年見通し ３，２００ － － －

２４年 ２，３３４ 290 216 195 和歌山 70%
２５年 １，９１８ 256 249 275 岐阜 10%
２６年 ２，１７１ 271 240 225 愛知 10%
２７年 ２，３２２ 253 222 208 奈良 5%
２８年 １，９００ 286 254 268

５ ヵ 年 平 均 ２，１２９ － － －

２９年見通し ２，３００ － － －

 前年及び本年の

２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　和歌山を中心に、岐阜、愛知などから入
荷する。生育は順調だが、前年に比べやや
遅れており、果実は小玉傾向がみられる。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

か

き

２２３
２５４
２３８
２１９
２６３

２３８

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　三重を中心に、熊本、和歌山、静岡など
から入荷する。前年に比べると入荷の遅れ
がみられる。極早生、早生はそれなりの入
荷が予想されるが、その後の中生以降の入
荷は少なくなる可能性も。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は高値
だった前年をやや下回る見込み。

み

か

ん

１６１
２００
１７８
１８９
２６１

１９７

 前年及び本年の

２９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野、和歌山、三重、フィリピンなどか
ら入荷する。国内産は全体的に７～10日程
度の遅れがみられる。海沿いでは９月の台
風被害を受けた産地もあるが、果実全体で
は大きな入荷量の減少はない見通し。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年をかなり下回る見込み。

果

実

計

２４６
２７４
２５７
２７９
３３０

２７５

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）
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９月30日現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２４年 ５２，１１３ 262 225 219 和歌山 13%
２５年 ４５，０２０ 285 268 259 青森 10%
２６年 ４８，９９３ 267 251 245 熊本 8%
２７年 ４７，４５４ 302 281 265 長野 8%
２８年 ４２，６０２ 352 322 315 愛媛 7%

５ヵ年平均 ４７，２３６ － － －

２９年見通し ４４，０００ － － －

２４年 １５，３０４ 181 147 166 熊本 25%
２５年 １４，３５６ 204 190 186 長崎 23%
２６年 １５，１２１ 175 159 150 愛媛 22%
２７年 １５，２６５ 211 196 189 和歌山 13%
２８年 １３，２２８ 254 239 238 佐賀 12%

５ヵ年平均 １４，６５５ 204 185 184

２９年見通し １４，０００ 210 200 190

２４年 １０，０９７ 267 191 189 和歌山 45%
２５年 ８，１９６ 235 243 279 奈良 28%
２６年 ９，２３０ 233 227 229 新潟 8%
２７年 １０，１７０ 235 215 196 愛知 6%
２８年 ８，７０７ 274 251 272 岐阜 3%

５ヵ年平均 ９，２８０ 249 224 230

２９年見通し ９，４００ 240 240 240

 前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　和歌山中心に奈良などから入荷する。前
半は「刀根早生」、中旬からは「平核無」
中心に入荷する。着果量は平年並からやや
多く、豊作基調だが、好天・高温により日
焼け果や小玉傾向がみられる産地もある。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
かった前年をかなり下回ると見込み。

か

き

２０９
２５３
２２９
２１２
２６５

２３２

 前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、長崎、愛媛などから極早生中心に
入荷する。生育は早かった前年に比べて遅
れているものの、各産地とも玉肥大も順調
で、前年を上回る出荷となる見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は例年
に無く品質良好であった前年を大幅に下回
る見込み。

み

か

ん

１６２
１９２
１５９
１９９
２４２

１８９

２７２  前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  みかん、かき、なし、りんご中心に入
荷。前年は秋口の天候不良によりぶどうや
なしで入荷減、単価高の展開となったが、
本年は大きな気象災害も無く、各品目とも
前年を上回る入荷が見込まれる。
  入荷量は前年をやや上回り、価格は高
かった前年を大幅に下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

２３４
２７０
２５４
２８２
３２８
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切　花　・　鉢　花　の　１０　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　９月３０日現在） 単位：千本、円／本
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単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　９月２９日現在） 単位：鉢、円／鉢
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単位：鉢、円／鉢
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あいち農産物生産流通レポート №532 

平成２９年１０月発行 

農林水産部食育消費流通課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


